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セカンドオピニオン 

平和住宅建設 株式会社  

『しがぎん』サステナブル評価融資  

 

発行日：2025 年 2 月 14 日 

発行者：株式会社しがぎん経済文化センター 

産業・市場調査部 

 

本文書は、平和住宅建設株式会社（以下、「平和住宅建設」または「同社」という）が滋賀銀行から『しが

ぎん』サステナブル評価融資（以下、「本ローン」という）を受けるにあたり、株式会社しがぎん経済文化センター

（KEIBUN）が発行するものである。なお、『しがぎん』サステナブル評価融資とは、お客さまのサステナビリティ経

営と有意義な目標設定に対し、外部機関による評価やモニタリングを通じた伴走支援により、企業価値の向上

を後押しする融資である。 

 

1.会社概要 

社 名 平和住宅建設 株式会社 

所 在 地 京都府宇治市大久保町北ノ山 65-3  

設 立 1985 年３月 

資 本 金 5,000 万円 

事 業 内 容 

注文住宅､分譲住宅の施工､販売 

増改築工事（リフォーム／リノベーション） 

事業用建物（事務所、工場、店舗等）の設計､施工 

不動産売買／賃貸仲介および管理 

一級建築士事務所・損害保険代理店 

社 員 数 45 人（2025 年１月末時点） 
 

（1） 事業概要 

平和住宅建設は京都府の南部地域（宇治市、城陽市）を中心に事業展開を行う住宅建築業者である。

戸建て新築（分譲・注文）、リフォーム、リノベーションを主軸として、事務所や店舗、工場などの事業用建物

の施工から、中古物件や土地の売買、賃貸物件の取り扱いまで建築・不動産関連事業を幅広く手掛けている。

顧客の日常や未来を想い、ひとつの家づくりにこだわりを重ね、屋上庭園のある家や、土間のある家、茶室のあ

る家などそれぞれの趣味嗜好に合わせたフルオーダーの住宅建築を手掛け、創業 48 年を迎えた現在、施工実

績は新築住宅 1,700 棟以上、リフォーム 7,000 件以上となり、数多くの顧客から信頼と満足を獲得している。 

同社の沿革は 1977 年 10 月に、築年数が新しい物件を仕入れ、再販売する業務を、現代表者である髙

木健次氏が始めたことに遡る。当初は事務所を持たず、自宅で不動産に関する知識の蓄積に努めながら不動
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産仲介業務に携わってきたが、顧客の信頼を得つつ取り扱い実績を伸ばし、徐々に社員を増員しながら事業

規模を拡大し、1982 年に現住所に自社ビルを新築し事務所として移転した。これを機に建築業務に本格的

に着手し、1985 年 3 月に現社名で法人化、同年４月には、協力企業との連携強化がより質の高いサービス

提供につながると考え、協力企業で「平和会」を結成し、直営工事をスタートさせた。1990 年代のバブル崩壊

後には住宅需要の落ち込みとともに厳しい時代も経験したが、「今までお世話になったお客様とのつながりをなく

してはいけない。これからもたくさんのご縁に巡り合いたい」との思いで奮起し、「厳しい時ほど一丸となり苦難を乗

り越えよう」という社風が醸成された。その後、2001 年に「パナソニックビルダーズグループ」へ加入、2006 年に

は「省エネ住宅研究会1」に参画し、多くのステークホルダーとの連携を強化しながら事業規模を拡大してきた。 

同社の特長は２点ある。１点目は施工後の献身的なアフターフォロー体制である。同社は「家族の家をつく

ることは、家族の未来をつくること」と捉え、永く住み続けられる住宅を提供することが建築会社の使命であるとし、

顧客との長期的なリレーションを重要視している。そのため、住宅の引き渡し後も３ヶ月・10 ヶ月・20 ヶ月の定

期訪問を実施し、暮らしに不具合が出ていないかを確認し、必要に応じて修繕・補修を行うなど徹底的なアフタ

ーフォロー体制を敷いている。さらに定期訪問が終了した後には、自社専属のホームカウンセラーがすべての顧客

宅を訪問し、住まいに少しの不安も残さぬようケアしている。また、一度住宅建築を手がけた顧客は「いつまでも

自社のお客様」として、新築や規模の大きなリフォームを手掛けた顧客の配偶者に対して誕生日にお花を届ける

など、心の通ったサービスで顧客満足度の向上に努めながら、いつでも気軽に相談が可能な関係性づくりに取り

組んでいる。現在同社のリフォーム案件のうち実に約６割が過去に同社で住宅新築を依頼した顧客からの受

注であることからも、アフターフォローの質の高さがうかがえる。 

２点目は高い技術力を誇る「平和会」の施工パフォーマンスである。現在、協力企業は 48 団体を数え、より

良い家づくりを提供すべく技術力の錬磨と連携強化に努めている。具体的には定例会議の開催、建築現場の

パトロール、マナー勉強会の実施、地域清掃など数多くの活動を行っている。その結果、丁寧な施工や清潔な

建築現場が実現できており、細やかな気配りと協力企業間での迅速で密なコミュニケーションを大切にする意識

が醸成され、品質向上やトラブルの早期発見・解決につなげている。また、新築、リフォーム問わず「本検査前の

予備検査」を行い、問題点の早期発見に努めているほか、完成後の検査は工事に携わった協力企業の立会

いの下行うなど、少しの不具合も残さぬよう細心の注意を払い、住まう人の安心を確保している。さらに、入店

時案内の対応や営業担当者の対応、設計段階の満足度など各事業工程において逐一顧客アンケートを実

施しており、顧客からのささやかな要望から指摘まで余すところなく拾い上げることで、品質向上および顧客満足

度向上に反映している。 

同社は 2001 年から 2024 年までパナソニック・全国リフォーム事例コンテスト「デザインアワード」において 23

年連続入賞を果たし、2007 年には「省エネ住宅研究会」の活動が認められ、京都市長から「京都環境賞 

特別賞（企業賞）」を受賞するなど、数々の受賞を積み重ねており、外部からもその質の高い家づくりに高い

評価を得ている。今後もこれらの特徴を最大限に活かしながら、顧客の夢やこだわりの実現を目指し、「いつまで

も住み続けたい」と思えるようなより良い家づくりを追求していきたいと考えている。 

 

 
1 大阪ガスと京都で戸建て住宅を供給する地場工務店 12 社で構成。夏は暑さが厳しく、冬は底冷えするとされる京都特有の気候にふさわしい

省 CO₂住宅の普及を目指す。このプログラムは、京都の地域性に着目した点が評価され、国土交通省の「住宅・建築物省 CO₂推進モデル事業」

に選定された。 
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■本社ショールーム                  ■平和会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新築モデルハウス                  ■屋上庭園のある家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■リフォーム前                     ■リフォーム後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔出所：すべて同社提供資料〕 
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（2） 経営理念 

平和住宅建設は、事業活動を行う上で最も大切にしている価値観として下記の「経営理念」を掲げている。

この理念は「会社としての成長も社員とその家族の幸せも、顧客が喜んでいただける、満足してもらえるサービス

を提供できてはじめて実現されるものである」という考えのもと現代表者である髙木健次氏が策定したものである。  

また、経営理念を実現するために果たすべき「使命」と社員に求められる姿勢として「行動指針」を定めている。

髙木氏は自律的な働き方ができる集団であることが顧客満足の最大化につながり、経営理念を実現するため

の近道であると捉え、社員には「行動指針」に基づいた行動に努め、「経営理念」や「使命」の実現に向け日々

の業務に取り組んでほしいとしている。「行動指針」は策定当初５つであったが、現在は 11 にまで増やしており、

必要と思われる姿勢・考え方を社内で共有化するため今後も適宜ブラッシュアップしていきたいとしている。 

 

 

 

■平和住宅建設の理念体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔出所：ヒアリングにより KEIBUN 作成〕 

〔出所：同社ウェブサイトより〕 
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2.平和住宅建設のサステナビリティ 

平和住宅建設は、先述の事業活動の特徴や経営理念を持続的なものにするために、「地球環境にやさしい“い

い家づくり”」「地域の暮らしによりそう」「働きがいのある職場環境」という３つの重要取り組みテーマを掲げ、下記の

SDGs 宣言として策定している。 

 

■平和住宅建設の SDGs 宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔出所：同社ウェブサイト〕 



 

Copyright © 2025 Shigagin Keizai Bunka Center CO.,LTD. All Rights Reserved. 

6/12 

「地球環境にやさしい“いい家づくり”」では ZEH 住宅や断熱性、耐震性の高い住宅の建築を通じて、人と環

境にやさしい高性能な住居を建築していく。同社は「いつまでも住み続けられる」住宅を提供するためには、住む

人がいかに快適さと安心を感じることができるかが重要であるとし、断熱等級５、一次消費エネルギー等級６、

気密性能を表す C 値20.6 以下、耐震等級３の住宅を標準仕様としている。今後はより断熱等性能等級の

高い住宅建築や太陽光発電など再生可能エネルギーを導入した ZEH 住宅の建築を進め、人の暮らしを長期

的に支える住宅を供給しつつ、環境負荷低減に取り組んでいきたいと考えている。また、同社はリフォーム案件に

も今まで以上に積極的に関与していく方針であり、そのなかで地域の空き家対策や住宅のエネルギー効率を改

善させるなど住まいに関する課題を解決していきたいとしている。さらに今後はリフォーム展示場を設け、同社での

新築顧客をリピーターとして囲い込むだけでなく、幅広く地域のリフォーム需要を取り込めるよう進めていく方針で

ある。その他にも、建築現場で出た廃材を薪として利用するためにキャンプ場へ提供したり、廃材を活用した工

作体験を実施したりと、すでに資源の有効活用の分野で積極的に貢献しており、今後も多角的な視点で地球

環境にやさしい取り組みを進めていく方針である。 

「地域の暮らしによりそう」では様々な活動を通じて地域の発展に貢献していく。具体的には過去から継続的

に行っている盲導犬協会はじめ、近隣の幼稚園や小・中学校などへの寄付や災害義援金への取り組み、「平

和会」による清掃活動などの地域貢献活動を継続していく。これらを継続的に行うことが地域住民とのリレーショ

ンシップ強化に大きく寄与しており、先述した同社の特徴の１つである「アフターフォロー体制」を充実させることに

つながっている。また、毎年恒例のクリスマスイルミネーションの設置については、地域住民から「非常に綺麗で心

が和らいだ」「クオリティが高く感動した」など数多くの声が届くなど好評を得ており、美しい景観を提供するとともに

地域住民の心に安らぎを与える取り組みとして今後も継続していく方針である。 

「働きがいのある職場環境」では社員の働きやすい職場環境や教育体制を整備している。同社は長年会社

を支え定年を迎えた社員のセカンドキャリアを支える体制を構築している。具体的には、65 歳を過ぎてもそれま

での給与水準を維持することができ、貢献度によっては昇給も可能としている。また、それぞれの社員の勤続年

数の節目にネクタイなどを功労品として提供しており、社員からは「より一層仕事に奮起することができる」と意気

込みに満ちた声があがっている。これは、社員の生活水準を保つだけでなく、気持ちも満たすことになり、経営理

念にある通り、社員とその家族の幸せを創造する取り組みと言える。さらには、若手社員のやりがいを向上させる

ため、スキルアップにつながる研修制度を充実させ、各種資格取得についても支援していく。同社では、仕事でや

りがいを一番感じる瞬間は顧客から感謝や喜びの言葉をいただいた時であるとし、そのためにはより良いサービス

を提供できるよう各人がスキルアップに励むことが重要だと考えている。同社には不動産取引、建築、設計など

様々な事業セグメントがあり、それぞれの領域での資格取得状況、客観的な技術力、営業実績等を能力給に

反映することで社員に報いており、今後も誰もが活躍でき、働きがいをもって成長できる職場づくりに努めていく。 

 

 

 

 

 
2 住宅の気密性能を表す数値で「相当隙間面積」とも言われる。Ｃ値 1.0 未満で、換気方式に関わらず断熱性のメリットを活かせるレベルといわ

れており、C 値 0.6 は、およそ 30 坪の住宅の中にハガキ 0.3 枚分程度しか隙間がない状態とされている。（Ｃ値 1.0 でハガキ 0.6 枚分程度） 
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３.サステナビリティ目標の設定   

（1）サステナビリティ目標 

テ ー マ 環境配慮型住宅の建築を通じた脱炭素への貢献 

貢献する SDGs 

 

K P I ZEH・Nearly ZEH・ZEH 水準住宅の建築割合 

目   標 

＜実績＞ 

2023 年度 

10％ 

＜目標の計画値＞ 

2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 2028 年度 2029年度 

70% 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 
 

内   容 

【対象】 

各事業年度で建築したすべての注文住宅・建売住宅 

 

【期間】 

事業年度（６月 1 日～５月 31 日）を基準とする 

例）2024 年度（2024 年６月 1 日～2025 年５月 31 日） 
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〔出所：環境省「地球温暖化対策計画（概要）〕 

（2）サステナビリティ目標の有意義性 

平和住宅建設は、本ローンの組成にあたり、「ZEH・Nearly ZEH・ZE 水準の建築割合」を KPI とし、

目標値を掲げている。以下、その有意義性について見ていく。 

 

2021 年 10 月、「地球温暖化対策の推進に関する法律（地球温暖化対策推進法）」に基づき、「地

球温暖化対策計画」が閣議決定された。「地球温暖化対策計画」では、2050 年カーボンニュートラル実現

に向けた中長期の戦略的取り組みとして、2030 年度に温室効果ガスを 2013 年度から 46％削減すること

を目指し、さらに、50％の高みに向けて挑戦を続けていくとし、その中で「家庭部門」では 2030 年度に 66％

削減することを目標としている。そして家庭部門からの二酸化炭素排出量の約２/３が電力由来であることか

ら住宅の省エネルギー性能の向上等を図るとしている。 

 

■地球温暖化対策計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省の資料によれば、2022 年度の日本の温室効果ガスの排出・吸収量は約 10.8 億トン（CO₂換

算）となっており、2013 年度と比較すると 22.9％減少している。また、部門別でみると家庭部門は 2022

年度で１.58 億トンの CO₂排出量となっている。同部門では 2013 年度と比較すると 24.5％減少している

が、2030 年度に 66％まで削減するためにはさらなる取り組みが必要と言える。 

 

■温室効果ガス排出量・吸収量の推移 
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〔出所：ともに環境省「2022 年度の温室効果ガス排出・吸収量（概要）〕 

■部門別 CO₂排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和建設住宅は、2023 年度に断熱等性能等級５および一次エネルギー消費量等級６とする「ZEH 水

準」の省エネルギー性能を標準化し、販売することを開始した。これは、2021 年 10 月に閣議決定された第６

次エネルギー基本計画における「2030 年度以降新築される住宅について、ZEH 基準の水準の省エネルギー

性能の確保を目指す」とする政府目標に対し、早期に着手する必要があるとの考え方によるものであり、現在、

同社の注文住宅および建売住宅は、すべて ZEH 水準の省エネ住宅となるよう取り組んでおり、これは、長期

優良住宅の認定基準となる省エネルギー性も満たすものである。また、同社の KPI とした ZEH・Nearly ZEH・

ZEH 水準の建築割合は対外的に公表していく予定であり、すでに早期達成に向けた体制を構築している。 

 

 

■長期優良住宅の認定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔出所：一社〕住宅性能評価・表示協会〕 
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■住宅における省エネルギー性の認定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和住宅建設は、住み心地のよい住環境を分譲地として提供しており、分かりやすい仕様や性能のラインア

ップで家族らしさを叶える自由設計の家づくりを提案している。それぞれの空間で「どう過ごすのか」「何をしたいか」

という顧客の思い描く夢や憧れを実現するために、デザイン性や耐久性の高い家づくりにおいて豊富な実績があ

り、今後はこれまで得た知識や技術などを活かし、より省エネ性の高い家づくりにも拘ることで、環境負荷の低減

につなげ、長く快適に過ごせる住宅の建築を進めていく方針である。 

以上により、同社がこの KPI に取り組むことは政府の施策に合致し、地球温暖化対策にもつながる。また、よ

り快適な住まいを提供することは顧客満足度の向上にもつながる。併せて新築時に顧客に寄り添いこだわりのあ

る家づくりに対応していくことは、今後のリフォーム需要も囲い込むことになり、同社の持続可能性が高まるもので

あり、有意義であると言える。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断熱等性能等級
一次エネルギー
消費量等級

ZEH住宅（ZEH水準） 5 6

長期優良住宅 5 6

住宅性能表示制度

〔出所：KEIBUN にて作成〕 
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 しがぎん経済文化センター 会社概要  

 

 

社名    株式会社しがぎん経済文化センター 

 

代表者   取締役社長 波田 晋一 

 

所在地   〒520-0041 

滋賀県大津市浜町 1 番 38 号 

 

設立   1984 年 3 月 21 日 

 

資本金  1,000 万円 

 

株主   株式会社滋賀銀行 

 

TEL   077-526-0005 

 

FAX   077-526-3838 
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留意事項 

 

1. KEIBUN の第三者意見について 

 本文書については滋賀銀行が、借入人に対して実施する『しがぎん』サステナブル評価融資について、借

入人のサステナビリティ経営と設定する目標の有意義性に対する第三者意見を述べたものです。

KEIBUN は第三者意見にかかる業務を行う際、常に誠実に行動します。 

 その内容は現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビューなど

で収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実現可能性、

将来における状況への評価を保証するものではありません。また、当該情報が重要な虚偽または誤解を

招く陳述が含まれる場合や、業務上必要とされる注意を怠って作成された陳述または情報が含まれる場

合、必要な情報を省略するまたはあいまいにすることにより誤解を生じさせるような場合に、それを認識し

ながら評価は行いません。適切に第三者意見にかかる業務を行うため、その職務遂行能力を必要とされ

る水準を維持します。 

 KEIBUN は当文書のあらゆる使用から生じる直接的、間接的損失や派生的損害については、一切責

任は負いません。 

 

2. 滋賀銀行との関係、独立性 

 KEIBUN は滋賀銀行グループに属しており、滋賀銀行および滋賀銀行グループ企業との間および滋賀

銀行グループのお客さま相互の間における利益相反のおそれのある取引等に関して、法令等に従い、お

客さまの利益が不当に害されることのないように、適切に業務を遂行いたします。 

 また、本文書にかかる調査、分析、コンサルティング業務は滋賀銀行とは独立して行われるものであり、滋

賀銀行からの融資に関する助言を構成するものでも、資金調達を保証するものでもありません。 

 

3. KEIBUN の第三者性 

 借入人と KEIBUN との間に利益相反が生じるような、資本関係、人的関係などの特別な利害関係は

ございません。 

 

4. 本文書の著作権 

 本文書に関する一切の権利は KEIBUN が保有しています。本文書の全部または一部を自己使用の

目的を超えて、複製、改変、翻案、頒布等をすることは禁止されています。 

 


